
2014.02.13 

ＩＴ推進部会・BIM専門部会 

「施工段階のＢＩＭ活用に向けて  

    －ＢＩＭ専門部会の活動報告－」 
～施工ＬＯＤ検討ＷＧ・専門工事会社ＢＩＭ連携ＷＧ～ 
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  １．Ｈ２５年度のＢＩＭ専門部会活動概要 

 

  ２．施工ＬＯＤ検討ＷＧの活動 

 

  ３．専門工事会社ＢＩＭ連携ＷＧの活動 
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■ 建築生産プロセスの中で扱う範囲 

施   工 

発注者・設計者 

専門工事会社 

企画 

・ 
計画 

基本 

設計 
実施 

設計 
維持 

管理 

施工ＬＯＤ検討ＷＧ 

専門工事会社ＢＩＭ連携ＷＧ 

ＪＦＭＡ等 
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    Ｈ２５年度のＢＩＭ専門部会活動概要 

Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 
 
 

ＷＧ活動 

BIM関連諸団体との
情報交換 

       

 

BIM講演会開催 

 

                      ★１２月 

「シンガポールＢＩＭ調査報告」 

          （建築研究所：武藤氏） 

 

Ｈ22年4月：ＢＩＭ専門部会発足 
（目的：施工段階でのＢＩＭ活用のメリットの増大を図る） 

４月～ Ｈ２６年度末： 「施工ＬＯＤ検討ＷＧ 

４月～ Ｈ２６年度末： 「専門工事会社ＢＩＭ連携ＷＧ」 

「次世代公共建築研究会・ＩＦＣ／ＢＩＭ部会」への参画 
(一社)公共建築協会、（一財）建築保全センター及び（一財）建築コスト管理システム研究所が共同運営 

「建築物の技術基準への適合確認における電子申請等の研究」 
                                (独)建築研究所への参加 

国交省で検討中の「BIMのﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞﾙｰﾙ（案）」に関する 
          国交省との意見交換を実施（9月、10月） 
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 各ＷＧ報告 



2014.02.13 

【活動報告】 

施工LOD検討WG 

～国内標準LOD解説書『(仮称)日建連-施工LOD』公開を目指して～ 

 

BIM専門部会 

施工LOD検討WG 
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目次 
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©

日
建
連 

Ｂ
Ｉ
Ｍ
専
門
部
会 

施
工
Ｌ
Ｏ
Ｄ
検
討
Ｗ
Ｇ 

2014.02.13 

8 

(1) 活動スケジュール 

活動目的 
(目標設定) 

2013/4～6 7～9 
 

10～12 
 

2014/1～3 4～6 7～9 10～12 

キーワード 

海外文献 

サブWG 
活動 

意見交換会 

成果物 

設備情報化 
専門部会 

COBIM2012 

項目分類 

部位別詳 
細度検討 

C-CADEC 

日建連- 
施工LOD 

BIMForum 

 初期  最終  

発刊:11月末 

建築EC:10/22 

内容確認 

LODとは？ 

LevelOfDetail 

概要確認 

空衛EC:2/末 

 中期  

LevelOf 
Development 

7/19 1/21 
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(2) 活動目的 

1. 発注者、設計事務所から、施工用のBIMモデル作成依頼があった際に施工
者が行う標準的なBIMモデルの基準を作成する。 
下図の「①実施設計⇒施工」、「②施工⇔発注者・設計事務所」の成果物
データ授受の際の基準であり、施工者が自ら作成するモデル内容の検討を
通じてまとめていく。 

2. 作成した基準は設計事務所から、受領するモデルのレベルを確認するために
も利用する。 

企
画
設
計

基
本
設
計

実
施
設
計

専門工事会社

発注者・設計事務所

維
持
管
理

施　工
①

②
企
画
・計
画 
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(3)-1 活動目標・実施項目 

■活動目標 
  1.部位別でどこまでモデル化するかを、テキストベースで定義する。 
    ※米BIMForumから発行された資料（2013/08/22） 
    「Level Of Development Specification」を元に検討する。 
  2.サンプルBIMモデルを作成する。 
 
 

■実施項目 
 米国の資料をベースに施工段階の 
 部位別あるいは科目別の 
 日本仕様LODを再定義して 
 『（仮称）日建連-施工LOD』を編纂する。 
 

http://bimforum.org/wp-content/uploads/2013/08/2013-LOD-Specification.pdf
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(3)-2 BIMForum 「Level Of Development Specification」 

出典：BIMForum, “Level Of Development Specification,” USA, 2013, pp. 23,24,26,36. 
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(4) 進捗状況 

■平成25年度：H25/04～H26/03 
 1-1. BIMForum資料の概要確認 
  ①Level of Development：作込み記述レベル,PJ進捗度合・信頼度 
  ②Level of Detail：詳細記述レベル 
  の違いが明確となった。当WGでは②を整理した後に①を作成する。 
 1-2. COBIM 2012 Series13(施工)の内容確認 
  2. 分類項目（部位別）を日本仕様に合わせるよう見直しを実施 
  3. 部位毎詳細度の具体的な内容を再定義する 
  
2.及び3.を実現するため、当WGの配下に２つのサブWGを新設：2014/1 
 
 
 
 

 
2013/4～ 

2014/1～ 

2014/1～ 

部位別詳細度検討サブＷＧ 

施工LOD検討WG 

項目分類サブＷＧ 
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(5) 活動予定 

 
 

■平成26年度（H26/04～H27/03） 
  1.施工LODの設備部分の扱いについて 

日建連設備部会との連携だけでなく、施工LODに関してはサブコンがメン
バーとなっている他団体との連携が必要であると考える。他団体（C-
CADECやIAI等）と今後、意見交換を行いながら検討を進めたい。 

 
 2.国内標準LOD解説書 
  「(仮称)日建連-施工LOD(LevelofDevelopment)」 
  編纂・公開：平成26年11月ﾘﾘｰｽ予定 
 
 3.上記に準拠したサンプルBIMモデルの作成：平成27年3月予定 
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(6) メンバー・オブザーバー紹介 

松野義幸 - ㈱安藤ハザマ WGﾘｰﾀﾞｰ 

能勢浩三 - ㈱竹中工務店 WGｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ 

吉村知郎 - 東急建設㈱ 項目分類SWGﾘｰﾀﾞｰ 

吉原裕之 - 清水建設㈱ 部位別詳細度検討SWGﾘｰﾀﾞｰ  

福士正洋 - ㈱大林組 

安井好広 - 鹿島建設㈱ 

波多野純 - ㈱鴻池組 

秋葉高志 - 大成建設㈱ 

越前昌和 - 東急建設㈱ 

吉井  健 - 三井住友建設㈱ 

加藤貴由 - ㈱熊谷組 

 

 

榊原克己 - (社)日本建築家協会 

木村年男 - (社)日本建築家協会 

中元三郎 - C-CADEC 建築EC推進委員会 

髙松稔一 - ㈱シェルパ 

水野一哉 - ㈱大塚商会 

山田琢司 - ㈱大塚商会 

飯田千恵 - ㈱大塚商会 

山田  渉 - オートデスク㈱ 

平野雅之 - グラフィソフトジャパン㈱ 
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【活動報告】 

専門工事会社BIM連携WG 

『(仮称)専門工事会社とのBIMデータ連携の手引き』 

の制作中間報告 

BIM専門部会 

専門工事会社BIM連携WG 
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目次 

(1) 制作の目的 

(2) 制作の背景 

(3) 制作の進捗 

(4) 事前調査 

(5) 『手引き』の編集方針 

(6) おわりに 
■ 本資料は、現時点の取組み内容の方向性です。今後、議論を重ねることにより、変更の可能性があります 
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(1) 制作の目的 

元請と専門工事会社が

BIMデータ連携により 

WIN - WIN 

の関係になること 

2014年11月に『手引き』をリリース 
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(2) 制作の背景 

001_専門工事会社の 

BIM取組みに関する情報交換会 

2012.10.4 

本当に施工で使え
るガイドラインが

無い！ 

昨年のITセミナー配布資料(部分) 

日建連 
でしかできない！ 

2013.4 

【専門工事会社BIM連携】 

WG発足 

施工時における専門工事会社と元

請との間でお互いにメリットのある

手法をまとめる 



©

日
建
連 

Ｂ
Ｉ
Ｍ
専
門
部
会 

専
門
工
事
会
社
Ｂ
Ｉ
Ｍ
連
携
Ｗ
Ｇ 

2014.02.13 

19 

(3) 制作の進捗 

2/13 
日建連ｾﾐﾅｰ
中間発表 

3/頃 6/25 

10/3 

『手引き』 
の制作 

(2014) 

事前調査［1］ 

事例聞き取り 

行事 

年度 

BIM連携
事例 

聞き取り 

2013 2015 2014 

5/16 
初回会議 

12/17 
学会シンポ

開催 

11/末 
『手引き』 
リリース 

10/頃 

BIM連携
事例 

聞き取り 

5/頃 6/1 

事前調査･構成検討 

本文執筆 

印刷 13社 

12社 

13+
α社 

事前調査［2］ 

専門工事会社
との 

情報交換会 
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(4) 事前調査［1］ 

■ 連携の目的 
 ・プレゼン、干渉チェック、納まり確認、積算、 
 デジタルモックアップ、等 

■ 連携時に困ったこと 
 ・元請の目的がはっきりしない 
 ・データの簡素化・軽量化 
 ・最新版の管理、変更点の管理 
 ・参加企業のスキルの差、担当者のスキル 
 ・作ったモデルをどのように使ったのか 
  等 

 『【元請⇔専門工事会社】ＢＩＭ連携に関する事例調査』  

■調査時期： 

2013年6月 

■調査方法： 

指定用紙に事例記入 

■依頼： 

電話+メール 

■専門工事会社： 

13社に緊急アンケート 

■工種： 

鉄骨、設備、施工図、金

属建具、鉄骨階段、ELV 
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(4) 事前調査［2］ 

 『第2回専門工事会社のBIM取組みに関する情報交換会 

■ 今回の成果 
 ・ 『手引き』編集の方向性を合意した 
 ・ 協力体制をとることを合意した 
 ・ 今後も開催する(参加者の満足度は高い) 

■参加企業： 

12社18名 

■工種： 

鉄骨、設備、施工

図、金属建具、鉄

骨階段、ELV 

■開催日： 

2013年10月3日 

■開催主旨： 

①BIM活用の現状と将来

像のベクトル合わせ 

②『(仮称)ＢＩＭデータ

連携の手引き』の方向性

を討議 

③課題や苦労を共有する

ことで、建設業界のBIM

発展に寄与 
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(5) 編集方針［1］ 

★ 『手引き』の基本コンセプト 

■ BIM担当者同士がお互いに作業手順などを共有できる 

 ・お互いが確認すべき項目の共有 

   ⇒自社以外の企業とBIMデータ連携が必要な時に手元に置く 

 ・各社内でのBIM教育用資料 

 ・必ず守らなければいけないこと、守った方が望ましいこと、の重みづけ 

■ 想定しているユーザー(ターゲット) 

 ・元請｜専門工事会社のBIM担当者   
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(5) 編集方針［2］ 

★ 『手引き』に必ず掲載する主な項目（案） 

(1)  言葉の定義 

(2)  連携目的の設定について 

(3)  元請、専門工事会社の役割 

(4)  最新版データ等を共有する環境など 

(5)  事例紹介(ケーススタディ） 
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(5) 編集方針［3］ 

★ 編集方針に対する専門工事会社からの見解 

・不満は０ 

■「共有できる手引き」というのがコン

セプトとして良い 

■現実と乖離しすぎていない物になって

いる 

■日本全体のBIM普及をイメージさせる

業界での取組みは、その貢献度は計り知

れない 

■建設業従事者の先にある疑問に答える

内容になっている 

■ 『第2回専門工事会社のBIM取組みに関する情報交換会』(2013.10.3)開催時のアンケート調査による 
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(6) おわりに 

■ 本資料は、現時点の取組み内容の方向性です。今後、議論を重ねることにより、変更の可能性があります 

2014年11月に『手引き』をリリースします 
■ WGメンバーが、リリースに向けて鋭意製作中！ 

■ ご意見・要望などのある方は、本セミナーの「アンケート用紙」に 

 ご記入をおねがいします 

制作：日建連 BIM専門部会 専門工事会社BIM連携WG 

○ 曽根巨充｜前田建設工業株式会社 

□ 香月泰樹｜戸田建設株式会社 

□ 小田博志｜株式会社フジタ 

金子智弥｜株式会社大林組 

伊藤一宏｜鹿島建設株式会社 

室井一夫｜清水建設株式会社 

染谷俊介｜株式会社竹中工務店 
○：リーダー ｜ □：サブリーダー 




